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一
、
再
エ
ネ
賦
課
金
の
行ゆ
く

方え
11
月
５
日
、
産
経
新
聞
社
の
ス
ク
ー

プ
で
、
大
変
な
こ
と
が
判
明
し
た
。

再
エ
ネ
賦
課
金
、
年
間
5
兆
円
。

そ
の
内
、
２
～
３
兆
円
が
中
国
に

渡
っ
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

何
の
た
め
の
再
エ
ネ
事
業
な
の
か
。

国
民
の
為
か
。
事
業
者
の
為
か
。
い
や
、

中
国
の
為
に
、
国
民
は
な
け
な
し
の
金

を
貢
い
で
い
る
の
だ
。

3
兆
円
と
言
え
ば
、
日
本
の
防
衛
費

の
半
額
を
超
え

る
。
そ
れ
を
丸
々

呉
れ
て
や
っ
て
い

る
。
日
本
が
負
け

る
た
め
に
。

誰
が
、
こ
れ
を

仕
掛
け
て
い
る
の

か
。
誰
が
、
こ
れ

に
乗
っ
て
い
る
の

か
。
乗
せ
て
い
る

の
か
。
事
業
者
の

後
ろ
で
中
国
が
、

ほ
く
そ
笑
ん
で
い

る
。

　
　

産経新聞スクープ
● 令和 5 年度に想定される再エネ買い取り費用

は 5 兆円近くになる。そのうち少なくとも 2
兆円、あるいは 3 兆円分ぐらいは回りまわっ
て中国へと流れているのではないか



ま
っ
た
く
、
国
民
と
し
て
空
恐
ろ
し

く
も
、
虚き

ょ
も
う妄
の
制
度
に
驚
く
ば
か
り
だ
。

向
こ
う
は
、
日
本
国
民
を
相
戦
わ
せ
て
、

漁
夫
の
利
を
得
て
い
る
の
だ
。
逸
早
く
、

こ
の
構
図
を
理
解
し
、
再
エ
ネ
事
業
を
、

根
っ
か
ら
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
。

そ
れ
に
加
担
し
て
い
る
日
本
政
府
は
、

即
刻
再
エ
ネ
賦
課
金
制
度
を
廃
止
す
べ

き
な
の
だ
。

二
、
洋
上
風
力
の
終
焉
。

そ
し
て
、
風
車
の
最
後
が

そ
こ
ま
で

11
月
1
日
、
世
界
最
大
の
洋
上
風
力

発
電
事
業
者
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
オ
ー
ス

テ
ッ
ド
社
が
、
米
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
の
2
事
業
を
中
止
。
65
億
㌦
、
約
9
，

6
5
0
億
円
の
減
損
を
公
表
し
た
。
イ

ン
フ
レ
前
の
落
札
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
急
騰
に
よ
り

資
材
高
騰
が
、
予
算
と
大
幅
に
乖か

い
り離
し

た
。
更
に
、
こ
の
11
月
23
日
配
信
、
ベ

ト
ナ
ム
と
の
事
業
も
相
次
い
で
中

止
。
投
資
総
額
は
3
0
0
億
㌦

約
4
兆
4
0
0
0
億
円
だ
っ
た
。

6
月
か
ら
、
世
界
で
洋
上
風

力
の
建
設
中
止
が
続
き
、
エ
ク

イ
ノ
ー
ル
社
と
B
P
社
は
8
0
0
億

円
の
評
価
損
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民

の
電
気
料
負
担
が
約
3
0
0
億
㌦

2
兆
4
3
0
0
億
円
の
耐
え
難
い
水
準

に
達
し
た
。
米
英
は
イ
ン
フ
レ
に
よ
り

洋
上
風
力
が
立
ち
行
か
な
く
な
り
、
風

YouTube「文化人放送局」【衝撃スクープ】再エネ買い取り費用約５兆円のうち、２〜３兆
円が中国に流れていた／平井宏治氏が再エネの闇を徹底解説　②【The Q&A】11/3 より

画像：上記、YouTube「文化人放送局」【衝撃スクープ】より

https://www.sankei.com/

外資参入による国富の流出

FIT (Feed in Tariff) 制度
● 固定価格買取制度
● FIT 制度とは、国が、 電力会社 ( 小売電気事業者 ) が 再生可能エネル

ギー発電業者から一定期間（20 年 ) 電気を固定価格で買い取らせる
ことを約束する制度

● 電気利用者は「再生可能エネルギー発電促進賦課金」 ( 再エネ賦課金 )
を 電気料金に上乗せされて負担させられている

再エネ推進の背景
● 再エネ村、 再エネ利権の存在
● 自由民主党再生可能エネルギー普及拡大議員連盟 ( 再エネ議連 )

 ・2016 年 3 月設立。発足当初は約 20 人程度、17 年 10 月の衆院選
後に 90 人を超え、自民党所属国会議員の 4 人に 1 人が参加

・会長は柴山昌彦議員、前事務局長は秋本真利議員（逮捕、離党）
顧問に麻生太郎副総裁、菅義偉前総理、二階俊博元幹事長、甘利
明前幹事長、河野太郎デジタル相ら

● 電気代が上がる大きな原因は、2014 年以前に 32 円以上で FIT の認
可だけとった事業実態のない業者が 58％もある

● その権利が転売されている
● 原価は、キロワット時 10 円なので、ぼろ儲け
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車
時
代
の
終
焉
を
告
げ
よ
う
と
し
て

い
る
。

日
本
は
、
何
を
観み

て
い
る
の
か
。

北
海
道
は
、
何
に
追
従
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。
そ
の
先
に
待
つ
も
の

は
、
破
綻
し
か
な
い
。
風
車
の
崩
壊

し
か
な
い
。

石
狩
湾
の
洋
上
風
車
の
群
林
は
、

数
年
後
に
は
、
掃
滅
の
廃
墟
と
化
す

だ
ろ
う
。

最
早
、
風
車
問
題
云
々
す

べ
き
時
期
は
、
疾と

う
に
過
ぎ

て
い
る
。

世
界
を
観
よ
。
既
に
、
風

車
は
終
わ
っ
て
い
る
の
だ
。

話
は
、
そ
こ
か
ら
始
め
ね

ば
な
ら
な
い
。

三
、
関
電
、
縮
小

発
表11

月
15
日
、
道
新
朝
刊
一

面
ト
ッ
プ
に
、「
関
電
、
後

志
の
風
力
縮
小
へ
」
の
大
見

出
し
を
打
ち
、
21
日
に
は
最

大
64
基
か
ら
18
基
に
変
更
を

画像出典：https://xtech.nikkei.com/

画像出典：https://www.viet-jo.com/

世界最大の洋上風力発電事業
者オーステッドが2事業中止
の衝撃

デンマークのオーステッド、ベトナムでの
洋上風力発電開発を中止

3



発
表
。
し
か
も
名
称
を
、
仁
木
町
を
外は
ず

し
て
『
古
平
・
余
市
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
事
業
』
計
画
を
打
ち
立
て
た
。

野
生
稀
少
植
物
が
生
息
し
て
い
る
か

ら
、と
の
理
由
。
既
に
配
慮
書
の
段
階
で
、

調
査
済
み
の
結
果
で
は
な
い
か
。
ま
し

て
や
、
同
連
続
生
態
系
の
余
市
・
古
平

に
は
、
生
息
し
て
い
な
い
と
い
う
の
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
、22
日
か
ら
「
方
法
書
」

の
縦
覧
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
終
わ
り
に
「
た
だ
、
仁
木
町
南

部
の
共
和
町
と
の
町
境
に
広
が
る
一

部
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
現
在
進
め

る
事
業
と
は
切
り
離
し
、
別
の
風
力

発
電
事
業
と
し
て
計
画
を
再
提
出
す

る
見
通
し
だ
。」

関
電
は
住
民
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
た
。

本
町
は
ウ
ル
サ
イ
、
銀
山
は
オ
ト
ナ
シ

イ
。
強
行
で
き
る
と
踏
ん
だ
の
か
。
仁

木
町
と
二
町
を
切
り
離
し
、
一
旦
事
業

が
し
や
す
い
古
平
歌う

た
す
つ棄
地
区
の
4
基
（
生

活
ク
ラ
ブ
所
有
）
の
林
道
に
沿
っ
て
、

さ
ら
に
切
り
拓
け
れ
ば
、
工
事
進
行
、

機
材
運
搬
の
都
合
の
良
さ
、
ま
ず
こ
こ

か
ら
手
始
め
と
す
る
。
仁
木
の
運
動
も
、

ほ
と
ぼ
り
の
覚
め
た
頃
、
銀
山
計
画
を

別
称
で
再
開
す
る
と
い
う
魂
胆
で
あ
る
。

い
み
じ
く
も
、
昨

日
ま
で
、
巨
大
風
車

建
設
の
経
験
な
き
関

電
を
非
難
し
て
い
た

「
日
本
自
然
保
護
協

会
」
の
若
松
伸
彦
氏

は
、
稲
穂
筋
を
登
山

し
て
の
感
想
を
、「
銀

山
地
区
の
風
車
設
置

に
対
し
て
は
自
然
環

境
等
の
基
準
の
中
で
は
合
致
し
て
し
ま

う
の
で
、
反
対
意
見
を
出
す
こ
と
は
出

来
な
い
」
と
、掌

て
の
ひ
らを
返
し
た
か
の
よ
う
に
、

半
ば
賛
同
の
意
を
示
し
た
。
一
度
の
踏

査
で
、
協
会
の
意
向
と
し
て
軽
率
に
即

断
す
る
の
は
、
如い

か
が何
な
も
の
か
。

ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
未
経
験
の

関
電
の
不
見
識
、
闇や

み
く
も雲
な
る
建
設
発
表

は
、
こ
れ
ま
で
悉

こ
と
ご
とく
撤
回
さ
れ
た
。

宮
城
・
蔵
王
、
伊
達
・
千
歳
も
中
止
。

隣
の
赤
井
川
村
も
休
止
。
余
市
・
古
平
も
、

仁
木
も
、
全
面
白
紙
に
返
上
撤
回
す
る

し
か
あ
り
え
な
い
。

四
、
再
エ
ネ
議
連
議
員
と

仁
木
町
と
の
関
り

余
市
出
身
の
中
村
裕
之
衆
議
院
議
員

（
自
民
党
道
支
部
連
会
会
長
）
は
、
昨
年

9
月
、
公
式
H
P
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ

ト
に
、
寿
都
町
の
風
力
発
電
視
察
を
、

９
月
収
賄
で
逮
捕
さ
れ
た
秋
本
真
利
議

員
と
再
エ
ネ
議
員
連
盟
の
柴
山
会
長
な

ど
役
員
と
共
に
訪
れ
た
こ
と
を
自
ら
掲

載
し
て
い
る
。
中
村
氏
も
、
当
然
再
エ

ネ
推
進
議
員
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
。4

月
の
町
議
選
で
も
、
横
関
一
雄
議

（北海道新聞 2023 年 2 月 17 日）

左：収賄容疑で逮捕された秋本真利議員。右：再エネ議員連盟・柴山昌彦会長。
真中：中村裕之議員。（中村議員の WEB サイトより）

 

NHK NEWS WEB 2023 年 8 月 6 日付より
https://www3.nhk.or.jp/

歌棄 4 基側から切り崩す
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長
が
立
候
補
し
た
際
に
も
一
番
に
駆
け

つ
け
た
の
が
中
村
議
員
で
あ
り
、
佐
藤

町
長
の
父
、
静
雄
元
衆
議
院
議
員
の

地
盤
を
受
け
継
い
だ
の
も
中
村
議
員
で

あ
っ
た
。
当
然
、
仁
木
も
、
再
エ
ネ
推

進
の
息
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
表
向
き
「
中
立
」
と
言
っ

て
黙
し
て
言
動
が
な
い
の
は
、
推
進
賛

成
で
あ
る
こ
と
の
何
よ
り
の
証
左
で
あ

る
。2

月
16
日
、
世
界
中
か
ら

1
万
5
0
0
0
筆
の
風

車
反
対
署
名
は
、
仁
木
町

に
と
り
道
新
に
も
載
っ
た

前
代
未
聞
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た

は
ず
だ
。
こ
れ
を
、
議
会
に
も
上
げ
ず
、

「
広
報
仁
木
」
に
掲
載
せ
ず
、
放
置
し
た
。

た
か
が
3
千
人
の
過
疎
の
町
で
開
か

れ
た
嘗か

つ

て
な
か
っ
た
17
回
も
の
風
車
連

続
学
習
会
に
、
一
度
た
り
と
も
出
席
な

き
首
長
。
町
民
の
声
に
、
寄
り
添
わ
ぬ

町
長
。
何
故
に
無
視
出
来
る
の
か
。
町

民
の
付
託
に
、
長
た
る
重
責
を
ど
う
果

す
の
か
。
公
平
・
中
立
の
精
神
と
は
。

膝
を
す
り
合
わ
せ
て
、
不ふ

へ
ん
ふ
い

偏
不
倚
に
意

見
を
、
ま
ず
は
聞
く
こ
と
か
ら
始
ま
る

の
で
は
な
い
か
。

五
、「
銀
山
へ
き
地
保
育
所

父
母
会
」
の
要
望
も
無
視

10
月
25
日
付
け
で
、「
銀
山
へ
き
地
保

育
所
父
母
会
」
の
会
長
・
所
長
連
名
で
、

銀
山
で
安
心
し
て
子
育
て
保
育
す
る
た

め
に
提
出
し
た
「
巨
大
風
車
建
設
計
画

は
止
め
て
頂
き
た
い
。
実
施
主
体
は
関

電
㈱
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
仁
木
町
長

と
し
て
こ
の
建
設
計
画
を
一
日
も
早
く

中
止
す
る
勇
断
を
望
み
ま
す
。」
の
一
文
。

こ
の
切
実
な
る
親
た
ち
の
要
望
を
一
瞥

も
せ
ず
、
一ひ

と
つ
き月
放
置
。「
建
て
る
は
関

電
、
町
は
関
わ
り
な
し
」。
副
町
長
は

『
判
断
し
な
い
』
と
の
由
。「
判
断
し
な

い
」
と
い
う
な
ら
、
何
故
あ
の
よ
う
に

会
と
私
に
対
し
て
批
判
す
る
の
か
。（「
風

車
＃
７
」宮
下
洋
子
著
）矛
盾
で
は
な
い
か
。

住
民
の
声
に
対
し
て
、
居い

た
け
だ
か

丈
高
で
連つ

れ

な
き
町
の
姿
勢
。
も
っ
と
心
情
籠こ

も

る
答

え
方
が
あ
る
だ
ろ
う
に
。

六
、
古
平
、
余
市
、
仁
木
、

共
和
の
各
町
長

こ
の
風
車
の
大
問
題
を
、
何
の
論
議

も
せ
ず
、
早
々
に
同
意
し
た
成
田
昭
彦

古
平
町
長
。
こ
れ
は
、
独
り
古
平
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
。
そ
こ
に
建
つ
こ
と

に
よ
っ
て
北
後
志
全
体
の
自
然
も
景
観

も
人
間
も
影
響
さ
れ
る
。
仁
木
を
外
し
、

「
古
平
・
余
市
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
」

計
画
に
変
更
し
よ
う
が
、
そ
の
影
響
は

（北海道新聞 2023 年 2 月 17 日）

仁
木
に
も
及
ぶ
の
だ
。
超
低
周
波
音
は
、

15
㎞
で
ピ
ー
ク
、
20
㎞
ま
で
は
被
害
域
。

阻
害
無
き
処
は
90
㎞
ま
で
届
く
。
そ
の

被
害
は
甚
大
な
の
だ
。
い
や
、
そ
れ
以

上
に
、
自
然
度
９
、
10
、
国
有
林
・
保

安
林
の
伐
採
、
破
壊
に
心
痛
む
。
あ
な

た
の
一
存
で
、
千
年
の
命
が
絶
た
れ
る

の
だ
。
そ
の
自
覚
が
、
お
在あ

り
か
。

一
朝
一
夕
に
し
て
、
風
車
の
実
態
を

学
習
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
独
断
専 

行
で
即
行
過
ぎ
は
し
ま
い
か
。
思
考
判

断
が
浅
薄
過
ぎ
は
し
ま
い
か
。

成
田
慎
一
共
和
町
長
も
含
め
て
齋
藤

余
市
町
長
、
成
田
古
平
町
長
、
佐
藤
仁

木
町
長
の
４
町
長
協
議
を
重
ね
る
を
望

み
た
い
。
百
年
万
年
の
大
計
、
後
志
の

末
代
に
、
あ
な
た
方
は
賢
愚
い
ず
れ
か

の
印
を
押
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ

の
今
は
亡
き
先
人
と
未
来
の
子
孫
の
声

を
、
切
に
聞
き
届
け
ら
れ
た
い
。

七
、
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
問
題

昨
年
22
年
3
月
30
日
、 

ワ
ン
テ
ー
ブ

ル
（
島
田
昌
幸
元
社
長
）
他
3
社
と
北

後
志
広
域
５
町
村
（
余
市
町
、
積
丹
町
、

古
平
町
、
仁
木
町
、
赤
井
川
村
）
と
の

間
で
「
北
後
志
広
域
防
災
連
携
に
係
る

5



協
定
」
を
締
結
発
表
。

各
種
災
害
が
発
生
し

た
自
治
体
間
で
の
応

援
や
職
員
派
遣
、
支

援
物
資
の
供
給
輸
送

等
の
復
旧
回
復
を
目

的
と
し
た
も
の
。
防

災
備
品
会
社
の
ワ
ン

テ
ー
ブ
ル
が
本
領
を

発
揮
す
る
は
ず
だ
っ

た
。特

に
、
22
年
7
月

余
市
町
は
、
赤
井
川

村
と
共
に
、
あ
の
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
問
題

の
ベ
ル
リ
ン
グ
の
救
急
車
を
ふ
る
さ
と

納
税
で
匿
名
会
社
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。

今
年
か
ら
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
と
の
契
約
で
、

公
園
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

会
社
は
匿か

く

す
と
も
明
ら
か
。
仁
木
町
以

前
か
ら
、
齋
藤
余
市
町
長
は
ワ
ン
テ
ー

ブ
ル
の
島
田
元
社
長
と
は
、
昵じ

っ
こ
ん懇
の
仲

だ
っ
た
と
い
う
。
佐
藤
町
長
は
、
齋
藤

町
長
か
ら
島
田
氏
を
紹
介
さ
れ
た
の
だ
。

む
し
ろ
、
舞
台
は
余
市
町
に
移
り
、
激

震
の
中
心
地
と
な
ろ
う
。
余
市
と
仁
木

の
蜜
月
。
福
島
県
国
見
町
事
件
以
前
に
、

既
に
こ
こ
か
ら
、
種
火
は
着
け
ら
れ
て

い
た
。

「余市町汚職　再発防止へ。コンプライアンス委設置へ。町長が表明、陳謝」
（出典：北海道新聞 https://www.hokkaido-np.co.jp/） 北海道新聞 2022 年 7 月 23 日付けより

左：馬場赤井川村長、佐藤仁木町長、成田古平町長、松井積丹町長、斎藤余市町、一人置いて
島田ワンテーブル元社長（余市町 HP より https://www.town.yoichi.hokkaido.jp/）

成田慎一共和町長。（共和町 HP より
https://www.town.kyowa.hokkaido.jp/）
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八
、余
市
町
職
員
、逮
捕
劇

時
も
時
、
11
月
18
日
に
余
市
町
課
長

と
建
設
業
者
社
長
と
が
収
賄
で
逮
捕
さ

れ
た
。
そ
の
北
悠
建
設
は
、
仁
木
建
設

業
界
の
事
務
局
長
で
も
あ
り
、
そ
の
裏

を
握
り
、
仁
木
中
心
に
軸
足
を
移
し
て
、

町
の
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
る
。
当
然

同
じ
手
口
で
、
仕
事
の
や
り
取
り
の
踏

襲
、想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
大
丈
夫
か
、

仁
木
町
。

ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
問
題
が
燻

く
す
ぶ
り
、
熱
未

だ
冷
め
や
ら
ぬ
今
、
町
民
と
し
て
は
不

安
で
あ
る
。
只
々
、事
無
き
を
祈
り
た
い
。

九
、「
全
線
バ
ス
廃
止
賛

成
表
明
」
と
「
風
車
推
進

賛
成
」

「
…
議
員
か
ら
の
「
町
民
の
意
見
を
反

映
し
た
の
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
佐

藤
町
長
は
、
９
月
に
４
回
開
催
し
た
意

見
交
換
会
へ
の
参
加
者
が
少
な
か
っ
た

こ
と
を
挙
げ
「
参
加
者
数
が
ひ
と
つ
の

町
民
の
意
思
の
表
れ
」
と

説
明
し
た
。
…
」（
北
海

道
新
聞
、
2
0
2
1
年
11
月
30 

日
付
・
右
）

こ
れ
が
佐
藤
町
長
の
数
に
依
る
判
断

基
準
で
あ
る
。

こ
れ
を
、
風
車
に
置
き
換
え
れ
ば
、
銀

山
住
民
の
89
％
、
3
4
6
名
の
反
対
署

名
は
数
で
は
な
い
の
か
。
町
民
3
0
0
0

人
に
対
し
て
1
1
5
8
名
41
％
で
は

足
ら
な
い
の
か
。
1
万
7
9
1
6
筆

（
12
月
5
日
現
在
）、
町
民
の
6
倍
も
の

全
世
界
か
ら
の
反
対
署
名
数
で
も
、
推

進
す
る
の
か
。
ど
れ
だ
け
数
を
集
め
れ

ば
、
気
が
済
む
の
か
。

環
境
ア
セ
ス
で
、
中
止
決
定
の
最
も

眼
目
に
な
る
の
が
、
住
民
反
対
で
あ
る
。

全
線
バ
ス
転
換
か
鉄
道
存
続
か
は
、

論
議
を
尽
く
す
べ
き
諸
問
題
が
山
積
し

て
い
る
。
町
民
の
出
席
数
を
以
て
即
決

し
た
と
同
じ
論
理
で
、
も
し
保
安
林
解

除
、
風
車
建
設
を
決
定
し
た
暁
に
は
、

徹
底
的
に
抵
抗
し
、
ど
こ
ま
で
も

糾
弾
し
た
い
。

十
、
熱
海
の
大
惨
事
現

場
に

余
市
町
豊
丘
の
授
産
施
設
「
恵
泉

塾
」
の
小
野
方ま

さ
し士
さ
ん
と
共
に
、
風

車
建
設
で
廃
村
に
な
っ
た
と
い
う
東

伊
豆
視
察
に
、
11
月
10
日
に
出
立
し
た

の
だ
っ
た
。

途
中
、
熱
海
伊
豆
山
に
寄
り
、
あ
の

惨
劇
の
あ
っ
た
土
砂
崩
れ
の
現
場
を
見

て
、
今
な
お
復
旧
工
事
が
終
ら
ず
、
爪

痕
の
癒
え
な
い
様
子
に
、
す
ぐ
さ
ま
仁

木
町
銀
山
の
裏

山
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
脳
裏

に
浮
か
ん
だ
。

10
年
前
か

ら
、
違
法
の
盛

り
土
に
、
警
告

を
鳴
ら
し
て
い
た
あ
る
建
築
会
社
社
長

が
、
市
に
4
度
足
を
運
ん
だ
が
、
一
切

聞
き
入
れ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

つ
い
に
は
28
人
の
死
者
を
出
し
、
住
宅

1
5
0
戸
が
倒
壊
す
る
土
石
流
災
害
の

大
惨
事
。
家
々
の
過
密
な
る
町
場
に
起

こ
っ
た
凄
ま
じ
い
一
瞬
の
出
来
事
。
こ

れ
は
明
日
は
我
が
身
な
の
だ
。

画像：www.youtube.com/@SankeiNews より

赤印が土石流危険渓流
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警
告
を
発
す
る
も
聴
く
耳
を
持
た
ぬ

国
や
道
や
町
の
首
長
。
こ
の
反
対
の
声

は
、
必
ず
や
国
の
後
悔
の
木こ

だ
ま霊
と
な
ろ

う
。十

一
、
風
車
問
題
の
原
点
、

東
伊
豆
を
視
察

10
年
前
の
東
伊
豆
の
風
車
問
題
は
、

今
も
な
お
日
本
の
問
題
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
風
車
病
で
廃
村
に
な
っ
た
、

と
も
い
え
る
風
車
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
っ

た
か
ら
だ
。

熱
海
の
高
台
に
多
く
の
別
荘
が
点
在

す
る
よ
う
に
、
同
じ
地
形
の
東
伊
豆
熱あ

た

川が
わ

に
は
、
別
荘
が
急
峻
の
曲
が
り
坂
の

要
所
要
所
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。

東
京
で
の
キ
ャ
リ
ア
組
が
、
別
荘
を

建
て
て
定
住
し
、
絶
景
の
中
、
余
生
を

楽
し
む
方
々
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
に
風

車
問
題
が
勃
発
し
た
の
だ
。

仁
木
・
余
市
に
比
せ
ば
1
5
0
0
k
w

の
1
／
４
ほ
ど
の
出
力
で
あ
る
が
、
1
㎞

圏
内
に
1
2
1
名
の
永
住
者
が
居
り
、

そ
れ
で
途と

て
つ轍
も
な
い
健
康
被
害
を
も
た

ら
せ
た
の
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
風
車
病
」。

そ
の
反
応
の
過
敏
さ
は
、
下
に
掲
げ
る

表
が
何
よ
り
も
物
語
っ
て
い
る
。

す
る
に
時
を
俟ま

た
な
か
っ
た
。
事
業
者

は
、
そ
れ
に
応
じ
、
試
験
的
に
風
車
を

停
止
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
。
す
る
と
驚
く

べ
き
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
だ
。
永
住
者

1
2
1
人
中
、
回
答
者
が
77
人
、
改

善
さ
れ
た
人
が
63
人
、
何
と
82
％
も
改

善
率
が
上
が
っ
た
の
だ
っ
た
。
8
，
9

年
度
の
同
調
査
も
同
じ
結
果
だ
っ
た
。

そ
の
症
状
が
明
ら
か
に
止
ん
だ
の
だ
。

そ
し
て
、
再
び
稼
働
す
る
と
、
以
前
と

同
じ
症
状
が
再
発
し
た
。
そ
の
再
開
と

同
時
に
次
々
に
倒
れ
て
、
惜
し
む
ら
く

も
多
く
の
方
が
急
逝
さ
れ
た
。

田
舎
の
老
人
と
違
い
、
都

会
か
ら
移
住
し
た
方
々
は
、

黙
す
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
文

章
に
し
、
声
に
し
、
数
字
に

す
る
こ
と
に
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
し
な
か
っ

た
。
09
年
7
月
、
風
車
付
近

の
住
民
、
1
㎞
以
内
の
定
住

者
を
対
象
に
調
査
し
た
。
そ

れ
を
纏ま

と

め
、
発
表
し
、
提
訴

廃墟となった家屋

静岡県東伊豆町「熱川風車被害者の会」 ヒアリング資料より
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こ
の
病
変
は
、
明
ら
か
に
風
車
が
原

因
で
あ
る
事
の
証
拠
を
突
き
つ
け
た
の

だ
っ
た
。
そ
の
為
、
事
業
者
は
条
件
稼

働
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
夜
間
に
は
、

停
止
さ
せ
る
。
昼
間
も
抑
制
運
転
を
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

十
二
、
知
事
の
見
解

そ
こ
で
、
躊
躇
な
く
、
住
民
は
環
境

省
へ
要
望
を
突
き
つ
け
た
。

●
「
環
境
影
響
評
価
法
」
の
義
務
付
け
。

● 

風
車
被
害
に
鑑
み
「
参
照
値
の
風
車

へ
の
非
適
用
の
徹
底
」。

● 

風
車
被
害
の
疫
学
的
調
査
の
早
急
実

施
。

す
る
と
、
静
岡
県
川
勝
知
事
は
、
議

会
答
弁
に
お
い
て
、

「
伊
豆
半
島
に
お
き
ま
し
て
低
周
波

に
よ
る
被
害
が
相
当
出
て
い
る
と
い
う

事
実
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
従
い
ま

し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
十
分
に
慎
重

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。
人
の
生
命

を
あ
る
い
は
生
活
を
脅
か
す
よ
う
な
も

の
は
、
た
と
え
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
も
素
直
に
認
め

る
訳
に
は
行
き
ま

せ
ん
。」

鈴
木
北
海
道
知
事
に
、
果
た
し
て
、

こ
う
言
え
る
見
識
と
勇
断
が
あ
ろ
う

か
。そ

う
書
け
ば
、
簡
単
で
あ
る
が
、
そ

の
間
の
住
民
闘
争
は
、
耐
え
難
か
っ
た
。

し
か
し
、
鎮
ま
る
ま
で
に
、
多
く
の
人
々

は
そ
こ
を
後
に
去
っ
て
行
っ
た
の
だ
っ

た
。「
風
車
で
廃
村
に
な
っ
た
」
と
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
の
は
、
そ
の
た
め

で
あ
る
。
今
回
、
熱
川
を
訪
ね
た
が
、

あ
れ
か
ら
15
年
前
後
経
ち
、
残
念
な
が

ら
多
く
の
人
々
は
移
住
し
、
或
い
は
高

齢
の
た
め
入
院
者
、
逝
去
者
が
多
か
っ

た
。十

三
、
重
篤
患
者
の
証
言

熱
川
の
風
車
か
ら
距
離
3
5
0
m
の

重
篤
患
者
の
女
性
（
71
歳
）
は
、

「
天
目
地
区
の
風
車
10
基
が
家
の
方
に

向
か
っ
て
回
っ
て
い
る
。
音
が
異
常
で

起
き
て
歩
け
な
く
な
っ
た
。
動
け
ば
少

し
楽
に
な
る
が
、
体
が
硬
直
し
た
よ
う

に
な
り
、
手
足
は
し
ば
ら
く
動
か
な
い
。

食
事
の
支
度
を
す
る
の
が
よ
う
や
く
で
、

掃
除
な
ど
は
出
来
な
い
。
10
基
回
り
始

め
た
時
、
こ
の
ま
ま
で
は
死
ぬ
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
。
頭
が
重
く
、
耳
の

後
ろ
が
腫
れ
て
痛
く
、
視
野
が
狭
く
な

り
、
目
の
前
が
良
く
見
え
な
く
な
っ
た
。

家
を
離
れ
る
と
症
状
は
な
く
な
る
。
耳

の
痛
み
が
逆
に
な
り
、
右
か
ら
左
に
な
っ

た
。
膝
に
も
痛
み
が
出
て
歩
行
困
難
の

よ
う
に
な
っ
た
。」

更
に
、
同
じ
熱
川
、
風
車
か
ら

5
0
0
ｍ
の
重
篤
患

者
・
女
性
（
75
歳
）
は
、

「
3
月
中
頃
、
風
車

が
全
部
（
10
基
）
回
り

ま
し
た
。
予
想
以
上
に

大
き
い
音
で
、
家
の
中

で
は
電
気
の
紐
が
揺
れ

た
り
、
食
器
棚
の
ガ
ラ

ス
が
ガ
タ
ガ
タ
と
振
動

す
る
ほ
ど
で
し
た
。
夜

間
は
特
に
恐
ろ
し
く
、

こ
の
騒
音
が
こ
れ
か
ら

一
生
続
く
の
か
と
考
え

出
し
た
ら
、
も
う
例
え

よ
う
の
な
い
絶
望
感
に

襲
わ
れ
ま
し
た
。」

こ
れ
が
、
仁
木
銀
山

で
は
、
日
本
で
は
か
つ

て
建
て
た
こ
と
の
な
い
熱
川
の
４
倍
の

6
，1
0
0
k
w
、
2
0
0
ｍ
級
が

6
～
10
基
建
つ
の
だ
。
こ
の
程
度
の
被

害
報
告
で
は
収
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
即
、

凄
ま
じ
い
症
状
、
反
応
が
出
る
こ
と
は

想
像
す
る
に
難
く
な
い
。「
日
本
自
然
保

護
協
会
」
の
若
松
氏
は
、
10
月
の
仁
木

町
学
習
会
で
、「
医
学
者
の
エ
ビ
デ
ン

ス
が
な
い
限
り
こ
の
「
風
車
病
」
は

受
け
入
れ
な
い
」と
断
言
し
、

「
補
償
金
が
町
に
入
っ
た

ら
、途
端
に
症
状
が
治
ま
っ

た
、そ
ん
な
も
の
で
す
」
と
、

侮
蔑
的
明
言
を
さ
れ
た
。
東

伊
豆
の
故
人
は
、
こ
れ
を
ど

う
聞
く
で
あ
ろ
う
か
。

十
四
、
由
良
氏
の
証

言和
歌
山
県
由
良
町
の
元
町

議
で
農
家
の
由
良
守
生
氏
は
、

自
ら
風
車
病
に
罹
り
、
訴
え

た
が
、
周
り
か
ら
気
違
い
扱

い
さ
れ
、
困
苦
困
窮
の
中
『
風

力
発
電
の
被
害
』
を
著

あ
ら
わ
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
東
伊
豆
の
こ

と
に
言
及
し
て
い
る
。

最頂、行き止まりの道に家屋。人の気配がない。
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① 

精
神
的
疾
患
を
有
す
る
人
、
あ
る
い

は
精
神
疾
患
の
気
質
を
有
す
る
人

② 

そ
の
他
の
身
体
疾
患
を
有
す
る
人

③ 

強
い
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
る
人

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。」

こ
れ
ら
は
、
１
９
９
９
年
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
反
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
酷ひ
ど

す
ぎ
は
し

ま
い
か
。

十
五
、
偽
善
自
然
運
動
家

さ
ら
に
、
そ
こ
に
追
い
打
ち
を
か
け

る
よ
う
に
市
民
活
動
を
阻
止
す
る
の
が
、

分
断
工
作
員
、
国
の
手
先
だ
っ
た
。
死

線
を
彷
徨
っ
た
由
良
氏
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
妨
害
に
遭
っ
て
、
忍
び
寄
る
ス
パ
イ

と
偽
運
動
家
を
見
抜
く
眼
も
養
っ
た
。

「
こ
の
よ
う
な
御
用
運
動
家
は
、
一
見

す
ご
く
真
面
目
で
誠
実
そ
う
に
見
え
ま

す
。
低
周
波
被
害
、
低
周
波
の
こ
と
に

も
詳
し
い
。
低
周
波
被
害
に
苦
し
む
人
々

に
寄
り
添
う
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
だ
け
に
、
彼
ら
の
言
葉
は

頗す
こ
ぶる
効
果
的
な
も
の
で
す
。
…
‥
‥

地
域
社
会
か
ら
も
ヘ
ン
な
目
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
不
安
に
付

け
込
ん
で
御
用
運
動
家
が
第
三
者
と
し

て
黙
ら
せ
る
。
同
時
に
、私
の
よ
う
に
、

諦
め
ず
に
被
害
に
、
権
威
に
立
ち
向
か

う
も
の
を
「
本
当
の
敵
」
と
し
て
排

除
す
る
た
め
に
、
繰
り
返
し
、
批
判
し

て
、
貶

お
と
し
め
て
、
危
険
人
物
と
し
て
追

放
す
る
の
で
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
風

力
発
電
に
反
対
か
、
賛
成
か
、
そ
れ

だ
け
で
す
。」

ど
こ
か
の
誰
か
と
誰
か
に
、
似
て
い

ま
い
か
。「
自
然
」
と
か
、「
保
護
」
と
か
、

「
協
会
」
と
か
の
美
名
と
権
威
を
装
い
な

が
ら
近
付
く
、
イ
ン
テ
リ
の
環
境
通
に

は
気
を
付
け
ら
れ
た
い
。

十
六
、
訣
別
の
辞
、
励
ま

し
の
辞

こ
こ
に
、
こ
の
世
と
の
訣
別
の
辞
が

あ
る
。

「
何
も
こ
ん
な
近
く
へ
建
て
な
く

て
も
と
思
い
、
切
っ
て
や
り
た
い
。

あ
の
風
車
の
下
で
死
ん
で
し
ま
い
た

い
」と

、
和
歌
山
の
谷
口
愛
子
さ
ん
は
言
い

遺
し
書
き
残
し
て
、
体
調
を
崩
し
、
急
に

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。
生
前
、「
大
型

風
車
が
複
数
建
つ
計
画
の
有
る
北
海

‥
‥
‥
東
伊
豆
の
熱
川
で
は
、
ウ
イ

ン
ド
タ
ー
ビ
ン
稼
働
中
に
亡
く
な
っ
た

方
が
6
人
に
上
っ
て
い
る
。
死
因
は
く

も
膜
下
出
血
が
2
名
、
心
筋
梗
塞
1
名
、

脳
内
出
血
1
名
、
そ
の
他
癌
な
お
2
名
。

こ
の
方
々
は
み
な
高
齢
者
で
、
み
な
持

病
を
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た

た
め
、
風
車
と

の
関
係
は
な
い

と
さ
れ
て
い
る

け
れ
ど
、
全
員

風
車
が
停
ま
っ

て
い
た
期
間

（
事
故
で
長
期
運

転
停
止
）
に
は

元
気
だ
っ
た
の

が
、
稼
働
再
開

し
た
途
端
、
し

か
も
稼
働
後
、

前
日
ま
で
は
元

気
だ
っ
た
の
が
、

風
車
が
実
際
に
動
い
て
い
る
時
間
に
体

調
が
急
変
し
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

住
民
た
ち
は
月
に
一
度
、
町
の
定
期
検

診
を
受
け
て
血
圧
な
ど
を
測
っ
て
い
る

が
、
風
車
が
稼
働
し
て
い
る
と
き
に
血

圧
が
目
立
っ
て
上
昇
す
る
こ
と
は
既
に

デ
ー
タ
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
行
政
も
事
業
者
も
「
因

果
関
係
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
」
の
一

点
張
り
で
、
風
評
が
広
が
る
こ
と
を
警

戒
す
る
だ
け
だ
。
‥
‥
‥
‥

現
に
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
は
、

こ
の
風
車
病
に
対
し
て
は
一
切
盛
り

込
ま
れ
な
い
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
情
緒
な
き
国
の
判
断
、
心
な
き

取
り
決
め
が
、
日
本
が
衰
退
没
落
の
一

途
を
辿
る
原
因
で
あ
る
こ
と
を
誰
が
知

ろ
う
か
。
戦
後
教
育
の
洗
礼
を
受
け
た

為
政
者
で
は
、
如
何
と
も
修
正
が
効
か

な
い
崖
っ
ぷ
ち
に
日
本
は
立
た
さ
れ
て

い
る
。

環
境
省
「
平
成
22
（
2
0
1
0
）
年

度
移
動
発
生
源
の
低
周
波
音
等
に
関
す

る
検
討
調
査
等
業
務
報
告
書
」
に
は
、

「
こ
れ
ま
で
の
知
見
に
よ
れ
ば
、
低
周

波
音
曝
露
に
よ
る
健
康
影
響
が
出
や
す

い
人
の
特
徴
と
し
て
、

画像：https://yuramorio.com より
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道
に
、
自
分
の
よ
う
な
被
害
者
を
出

さ
な
い
よ
う
に
」
と
、
訴
え
て
お
ら
れ

た
直
後
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
背

景
の
中
で
、

「
銭
函
海
岸
の

自
然
を
守
る

会
」
の
後
藤

美
智
子
さ
ん

に
紹
介
さ
れ
、

覚
張
敏
子
さ

ん
宅
を
訪
ね

た
。
そ
れ
ま
で
の
経
緯
を
話
さ
れ
、
そ

し
て
最
後
に
、
我
々
に
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
頂
い
た
。

「
北
海
道
の
皆
さ
ま
、

仁
木
町
と
余
市
町
の
方

が
、
東
伊
豆
に
風
力
発
電

を
調
べ
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
東
伊
豆
で

は
、
天
目
と
い
う
山
に
風
車
が
建
ち
ま

し
た
。
そ
の
当
時
は
、
１
５
０
０
k
w

で
10
基
建
ち
、
直
ち
に
健
康
被
害
が
生

じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
そ
こ
に
居
ら

れ
ず
に
、引
っ
越
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。

や
は
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
イ
イ
と

は
言
っ
て
も
、
全
て
イ
イ
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
て
、
や
は
り
健
康
被
害
で
あ

る
と
か
、
あ
る
い
は
自
然
破
壊
で
あ
る

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
配
慮
し
て
こ

そ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

お
聞
き
し
ま
す
と
、
仁
木
町
と
余
市
町

で
は
、
随
分
規
模
の
大
き
な
風
車
を
建

て
る
計
画
が
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
や

は
り
み
な
さ
ん
よ
く
ご
自
分
で
考
え
て

調
べ
て
、
行
動
さ
れ
て
い
い
と
思
い
ま

す
。
東
伊
豆
で
は
、
結
局
そ
れ
で
苦
し

ま
れ
た
方
が
沢
山
出
ま
し
た
。
三
筋
山

で
も
、
大
き
な
風
車
が
建
っ
て
景
観
が

メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
。

十
七
、
銀
山
の
末
路

こ
の
方
た
ち
の
苦
し
み
と
遺
言
を
空む
な

し
く
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
一
基
の

規
模
が
4
倍
も
あ
る
、
未
だ
日
本
で
稼

働
し
て
い
な
い
メ
ガ
風
車
が
、
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
か
想
像
で
き
な
い
。

そ
の
像

す
が
た
、
そ
の
音
、
そ
の
影
、
そ
の

振
動
、
そ
の
唸う

な

り
、
凄
ま
じ
い
は
ず
だ
。

い
や
、
確
定
的
な
の
だ
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
銀
山
の
住
民
は
、

① 

風
車
稼
働
直
後
か
ら
、
住
民
の
80
～

1
0
0
％
に
何
ら
か
の
症
状
が
、
間

違
い
な
く
出
る
で
あ
ろ
う
。

② 

即
刻
、
転
居
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
家
族
が
、
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
で

あ
ろ
う
。

③ 

後
継
者
は
、
止
む
無
く
、
そ
の
土
地

を
離
れ
、
農
地
は
荒
れ
果
て
る
だ
ろ

う
。

④ 

施
設
や
学
園
も
、
そ
こ
に
開
設
し
続

け
る
こ
と
が
、
出
来
な
く
な
る
だ
ろ

う
。

⑤ 

誰
も
、
そ
の
家
、
そ
の
土
地
、
そ
の

畑
を
買
う
人
は
、
居
な
い
だ
ろ
う
。

一
銭
の
価
値
も
無
く
な
る
。

⑥ 
ま
し
て
や
、
そ
の
銀
山
に
移
り
住
む

新
規
就
農
者
は
、
誰
一
人
と
し
て
い

な
い
で
あ
ろ
う
。

⑦ 

か
く
し
て
、
銀
山
は
、
間
違
い
な
く
、

廃
墟
、
廃
村
、
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に

な
る
だ
ろ
う
。

銀山駅真横の今村さん宅。真後 1㎞以内に威容なる巨大風車は圧迫感を以て迫る。
そして家の裏すぐは、緑の回廊で熊との出会いは頻繁に起こるだろう。

こ
れ
は
脅
し
で
も
何
で
も
な
い
。
現

実
に
、
必
ず
起
こ
り
得
る
こ
と
な
の

だ
。
銀
山
ば
か
り
で
な
く
、
本
町
の

住
民
と
て
、
こ
の
風
評
被
害
、
い
や

実
被
害
の
影
響
は
、
仁
木
全
体
に
及

ぶ
こ
と
は
、免
れ
な
い
の
だ
。
仁
木
は
、

凋
落
・
没
落
の
一
途
を
辿
る
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
確
実
に
風
車
が
、
そ

の
引
き
金
と
な
る
の
だ
。

覚張敏子さん宅にて
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十
八
、
去
っ
た
人
々
、
来

な
い
人
々

銀
山
の
篤
農
家
〇
△
さ
ん
は
、
里
山

の
生
き
字
引
で
あ
る
。
水
田
、
畑
、
猟

師
、
木
工
、
蕎
麦
打
ち
、
大
工
、
何
で

も
ご
ざ
れ
の
達
人
で
あ
る
。
そ
こ
に
弟

子
入
り
し
た
鈴
木
夫
妻
（
ま
ほ
ろ
ば
自

然
農
園
の
研
修
生
）。
居
抜
き
で
後
継
者

に
な
る
後
半
生
の
設
計
で
あ
っ
た
。
昨

年
7
月
、
契
約
し
、
入
金
す
る
直
前
に
、

風
車
問
題
が
勃
発
。
電
磁
波
過
敏
症
の

奥
様
は
、
そ
こ
で
は
生
き
て
い
か
れ
ず
、

泣
く
泣
く
諦
め
て
岩
内
か
ら
本
州
に
移

住
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
こ
れ
で
後
継

者
が
無
く
な
り
、
新
規
就
農
者
二
人
が

消
え
た
。
そ
れ
が
次
々
と
起
こ
っ
て
い

る
の
が
現
実
な
の
だ
。

ま
た
、
銀
山
入
口
の
10
h
a
の
大
地

に
「
こ
ど
も
農
学
こ
う
」
と
「
み
ん
な

の
家
」
を
建
て
る
予
定
だ
っ
た
が
、
眼

前
8
0
0
m
以
内
に
風
車
建
設
と
の
発

表
。
全
国
・
道
内
か
ら
移
っ
て
来
る
べ

き
子
供
も
年
寄
り
も
、
若
人
も
、「
懐
か

し
き
未さ

と来
」（
略
称
「
な
つ
さ
と
」）
作

り
の
夢
が
破
れ
て
、
多
く
の
人
々
の
仁

木
移
住
が
御
破
算
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
で
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
へ
の
道

町
長
、
副
町
長
へ
。

こ
れ
を
決
め
た
後
、
あ
な
た
方

は
何
処
に
居お

ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
そ
く
さ
と
決
定
し
て
、
任
期

を
終
え
れ
ば
、
ど
こ
か
に
移
る
で

あ
ろ
う
。

後
に
遺
さ
れ
た
仁
木
の
住
民
は
、

ど
う
な
る
の
か
。
何
処
に
も
動
け

な
い
町
民
を
、
ど
う
す
る
の
か
。

あ
な
た
方
に
、
心
か
ら
、
町
民
の

未
来
を
託
せ
ら
れ
る
の
か
。
或
い

は
、
風
車
の
建
つ
銀
山
に
、
一
緒

に
住
ん
で
戴
け
る
の
だ
ろ
う
か
？

〇△農園からわずか 800 ｍの所に風車計画

高さ 200 ｍの風車イメージ合成

朝日を映す田園風景の〇△農園

銀山・篤農家の農園を
継承する予定が、破綻！！

は
絶
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
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